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開発④その他両取引所相互に利益があると判  

断される他の分野における協力ーの4点で  

す。このMOU締結と同時に両取引所は協力  

して作業を進め、2002年11月12日、SGXで中  

東産原油指数の先物取引が開始されました。  

志郎二′t■晶酢 ′〔ト：）Ⅶりいこげ封（t）射瑠・汽ゴ」暮   

市場の国際化の必要性が叫ばれるようにな  

ってから長い年月がたらています。日本の商  

品先物取引の分野においても、既に20年前に  

東京穀掛商品取引所とシカゴ商品取引所  

（Chieago・BdatdofTrade：CBOT）との間で、  

また数年前には大阪商品取引所と′ニューヨー  

ク商品取引所（New’Y（）rk Mercantile、▲Ex－  

chahge：NYMEX）とrの間で、それぞれ上  

場商品の相互乗＿り入れを目的とする提携の動  

きが見られました。これちの先駆的な試みは  

いずれ▼も日の目を見ることはありませんでし  

たが、近年、一アジア太平洋地域で唯一活発な  

取引が行われているわが国の石油先物市場を  

めぐって、．海外の取引所との提携が再び注目  

を集めるようになってきました。   

2002年4月3日、東京工業品取引所はシン  

ガポール取引所（Sin如poreExchange∴  

SGX）との協力関係を構築する旨の覚書  

（Me血oi・yOfUnderstahding：MOU）・・を締結  

しました。   

協力の内容は、①東京工業品取引所の原油  

先物をベースとする中東産原油指数先物  

（Middle Eastern Crude OilFutures：  

MECOFutures）のSGXにおける上場②両取  

引所における原油先物取引の活性化③ガソリ  

ン・灯油のSGXへの上場その他の新たな商品  

畠軋、萎＿・≡璽忘  
匡京工業  

取引所にとっての最大の成果は、SGXの原油  

先物上場に向けての過程において、プラツツ  

社の配信価格を両取引所の原油先物の最終決  

済価格と．して採用できるよう．になったことで  

す。．プラツツ社というのは原油取引の世界で  

圧倒的な影響力を持つ価格報告機関であり、  

産原油の多くは、このプラツ  

痘痕麺垂釣価格綿標と、・し  
す。 

2001年．9月10ノ日に東京工業品取引所が原油  

先物を上場した際に：も1プラツツ社の価格の  

利用を検討したのですが＼利用条件について  

同社と折り合うことがで’きずヾ これを見送っ  

た経緯があノります。   

SGXは取引開始当初かちプチヅツ価格を  

採用していますが、東京工業品取引所も2003  

年2月26日発会の同年8月限から順次、最終  

決済価格をプラツツ価格に切り替えており、  

2003年7月未にはすべての限月の最終決済価  

格がプラツツ価格になる予定です。．▲この商品  
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この提案を  をました。  かという打診  

象掬軸臥2感染3月の2度にわた  

る協議を踏まえて、2003年5月20日、両取引  

所は㍍止揚商品の相姦乗‘り入れの方策恕検討  

するための協力閑償を－構築痛⑯眉のMO口達  

締結しま．した㌫∴㌧亘十誉∴1J」・  

（＝協ぬの具体瀾な内容は、二①wTIを含む  

NYM華選電子取引商品に肇－いて．日本かち注文  

発注でき・るプレナムワTクの構築に向けての  

検討②東京工業品取引所の上場商品にワヤ・、て  

米国から注文発注できるフ′レナネワヤク■の構  

築に向はての検討⑧両取引所の市場流動性向  

上のた励の協力こ④市場贋埋の一た†めの情報交  

換√モ、連絡⑤人事交流⑥その他両取引所相互に  

利益があると判断▲される他の分野陀おける協  

力十二☆の胤点ですd†＿†い  

据こ‾の■MQひ昭、締儲摘銅管ま戌∴て圭・．りまずヾ  

ⅣYMEX’の電子取引商品の注文発注を田本斬  

ら衛を簸ため卵訝駿岩素材だタ狩構築に向けて  

の検討が開始されることになうています。  

畠GXと痴提携博雛旺璃朝顔廊割酢帥再糾畔  

√Jこく～】－  
‾巨∵■F；く、、圭二し、、リ・ト∴ジ㌔l  

設計の見直しはわズ  
．  ▼乞ユ＼  

らも高く  

廊加湿淀紅珪  
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、 参加離轍蒙ぶこ誉靡  聖顔勅冷されて・病ますげ 

率率蒔こ纏轍軒   
L  ヽ ＿＿   ｝■ ニ上 JJ一∧t．－ ヽl ヽ  T ゝ・一片＿・r t ヽ㌧さ．．．．1三▲．．．．」 t L  

後肢どみ珊引ず成立一しな  

藤海象王室畠轍劉疎 l  ヾ＼ 
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したも′のの、  

かっ夫sG安め  
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1所との上埠商品の相互  

掛彗振樹香草て                                        t  
が国の  

。技術  畢嘩準鱒鰯轡紳垂慈恵療紗華翠  

がら攣壁璽禦■′  
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的な問題は電子取引の発連によぅてほぼ克服  

されたといえるでしょうが1規制上の問題に  

閑・しては少なくと，も日本側に明確な枠組みが  

存在す革訳ではあ．りません。・－この点について  

は既に証券や金融分野では法的な枠組みを準  

備する動きが進行しでしぅますが＼‥商品先物取  

引の分野においても同様の措置が速やかに講  

ぜられること＝が期待されますム  

引部瑛立するよ  

献麦芽  

＋㌧十＋≠日商  

．、し、、  2臓年事洗こご，‾Se悪との埠力作業¢一環でシ  

ンガポールの国際会議に出席博棄恥た束帯工  

業品取引所の波田専務は、同じ会議に出席し  
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